
区分 共催
実行委員会
・ 協議会

事業協力 ・
協定

企画立案 ･
計画策定参

画
補助 ・ 助成 委託

  情報提供
・情報交換

計

事業数 12 13 16 1 17 11 0 70

割合 17.1% 18.6% 22.9% 1.4% 24.3% 15.7% 0.0% 100.0%

1

13

区分 事業数 割合

満足 23 33%

やや満足 15 21%

やや不満 0 0%

不満 0 0%

その他 32 46%

計 70 100%

区分 事業数 割合

満足 27 38%

やや満足 11 16%

やや不満 0 0%

不満 0 0%

その他 32 46%

計 70 100%

○市の担当者の満足度

○協働のパートナーの満足度

17

２　協働事業の評価結果

　今回実施した調査では、協働という視点で事業を捉えて、各事業の評価・点検を行いました。

　その評価結果（満足度）については、次のとおりでした。

沼田市の市民協働事業(令和３年度）
１　協働事業の状況

  令和３年度 協働事業の手法別の状況です。

20
共催

17%

実行委員会 ・ 協議

会

19%

事業協力 ・ 協定

23%

企画立案 ･ 計画策

定参画

1%

補助 ・ 助成

24%

委託

16%

共催

実行委員会 ・ 協議会

事業協力 ・ 協定

企画立案 ･ 計画策定参画

補助 ・ 助成

委託

情報提供 ・情報交換

満足

33%

やや満足

21%

その他

46%

満足

やや満足

やや不満

不満

その他

満足

38%

やや満足

16%

その他

46%

満足

やや満足

やや不満

不満

その他

1



令和３年度に協働事業として取り組んだ事業から、手法別に２事業を紹介します。

12
市民協働課
（池田地区コミュ
ニティセンター）

池田高齢者教室
実行委員
会・協議会

池田地区老人クラブ連合
会

池田地区在住の高齢者を対象とした
講座等の開催

23 環境課 環境啓発事業（ブナの幼木移植）
事業協力・

協定

ぬまた環境ネット
(利根沼田自然を愛する
会）

玉原高原の再生のためケヤマハンノ
キ林にブナの幼木を移植する。

　　　 

手 法 別 パートナー

　№23 環境啓発事業（ブナの幼木移植）

事業内容

３　令和３年度の事業より紹介

№ 担 当 課 事　業　名

 №12 池田高齢者教室

市職員による出前講座

太極拳

玉原散策

幼木の移植

作業説明等

幼木の移植
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担当課 パートナー
1 地域安全課 防火・防災事業 補助・助成 沼田市八職工防火

協力会
歳末特別警戒・出初式・災害時の消
防機関への協力

当該団体が行う歳末特別警戒は、消防団が
行う歳末特別警戒とともに年末の恒例の事
業として市民に深く認識されている。今後に
おいても、ともに実施していきたい。

当該団体が行う歳末特別警戒は、消防団が
行う歳末特別警戒とともに年末の恒例の事
業として市民に深く認識されている。今後に
おいても、ともに実施していきたい。

2 地域安全課 沼田市地区交通安
全会連合会活動事
業

補助・助成 沼田市地区交通安
全会連合会

交通安全運動の推進・普及徹底及び
交通指導

各地区交通安全会が連携し、交通安全運動
等に取り組むことにより、交通安全への啓発
や、交通事故防止に寄与している。

・地区交通安全会が連携し、交通安全運動等
に取り組むことにより、交通安全への啓発
や、交通事故防止に寄与している。
・各地区交通安全会との情報交換を積極的
に行い、横の連携をより強化したい。

3 地域安全課 タフティクラブ活動
事業

補助・助成 タフティクラブ 幼児と母親の交通安全教育や研修
の実施

新型コロナウイルス感染症の影響により、市
内の保育園や幼稚園の交通安全教室や高
齢者向けの交通安全教室の開催が自粛され
たが、申請に基づき、感染防止措置を施した
上で、交通安全教室を開催し、交通安全教育
に貢献している。今後も、新型コロナウイルス
感染症の感染状況に配慮し、可能な範囲に
おいてクラブ員の経験や技能を生かし、市内
の保育園・幼稚園での交通安全教室や高齢
者向けの交通安全教室を実施する等、交通
安全教育に貢献していく。

新型コロナウイルス感染症の影響により、市
内の保育園・幼稚園の交通安全教室や高齢
者向けの交通安全教室の開催が自粛された
が、申請に基づき、感染防止措置を施した上
で、交通安全教室を開催し、交通安全教育に
貢献している。今後も、新型コロナウイルス感
染症の感染状況に配慮し、可能な範囲にお
いてクラブ員の経験や技能を生かし、市内の
保育園・幼稚園での交通安全教室や高齢者
向けの交通安全教室を実施する等、交通安
全教育に貢献していく。

4 企画政策課 沼田市国際交流協
会事業

補助・助成 沼田市国際交流協
会

国際都市交流及び親善に関すること
国際交流の啓発と普及
国際交流に関する調査研究

コロナ禍において、事業の変更等があった
が、会員の創意工夫のもと、新規事業を展開
するなど多文化共生社会の実現に向けて取
り組んだ。

市内に在住する外国人が、市民と共に楽しく
暮らせる多文化共生社会の実現に向け、各
種事業を実施した。

企画政策課 （改善点など）外国人住民や市民にアンケー
トを実施し、改善点や要望について意見を集
約し、運営委員会で情報共有し、事業の発
展、拡充に努めることができた。

（改善点など）外国人住民や市民にアンケー
トを実施し、改善点や要望について意見を集
約し、運営委員会で情報共有し、国際交流事
業の発展、拡充に努めることができた。

5 白沢支所 白沢ふるさとまつり 実行委員会・
協議会

白沢ふるさとまつり
実行委員会

地域に根ざした伝統的な行事であ
り、白沢地域の振興を図るとともに、
住民相互のつながりや来訪者との交
流を促進する。

令和３年度（第２８回）白沢ふるさとまつりに
ついては、新型コロナウイルス感染拡大防止
のため、開催を中止とした。中止の判断にあ
たっては、白沢ふるさとまつり実行委員会（書
面表決）により、中止の審議結果を得た。

6 白沢支所 白沢町盆踊り大会 実行委員会・
協議会

白沢町盆踊り大会
実行委員会

伝統行事である盆踊りを継承し、親
睦と交流の場とする。

令和３年度（第４６回）白沢町盆踊り大会につ
いては、新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため、開催を中止とした。中止の判断にあ
たっては、白沢町盆踊り大会実行委員会（書
面表決）により、中止の審議結果を得た。

7 利根支所 都市との交流事業 実行委員会・
協議会

利根町少年野球交
流事業実行委員会

少年野球及び体験事業による都市
住民との交流会の開催

新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の
観点から中止とした。

事業内容
事業の成果・課題・改善策、改善点など

４　令和３年度　沼田市協働事業一覧

担当課 事　　業　　名 手法別
協働のパートナー

(記入団体）
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8 市民協働課 市民協働によるま
ちづくり事業補助金

補助・助成 市民活動団体、地
域コミュニティ代表
者など
（手づくりの輪）

地域の活性化や問題解決に向けた
活動への助成。
事業審査は市民等が行う。

令和３年度は、７団体が協働によるまちづくり
を推進するため、補助金を活用し事業を実施
する計画であったが、新型コロナウイルス感
染症の感染拡大防止の観点から、３事業が
中止となった。
事業の実施報告会についても、新型コロナウ
イルス感染症の影響で開催することができな
かったため、代わりに事業報告書を市内に回
覧し周知を図った。
今後も補助金について周知を強化すること
で、市内の多くの団体にまちづくり補助金を
活用いただけるようにしていきたい。また、市
民団体の活動を知っていただくことで、市民
のまちづくり意識の啓発を図りたい。

天候に大きく左右される事業であったので、
全天候型の形で組み立てていくのも有効で
あったと感じました。今回協働させていただく
ことで、事業を大変スムーズに行うことができ
ました。

市民協働課 （改善点など）昨年度と同様に、４月１日から
の事業実施ができるよう、３月中に審査会を
開催している。なお、補助金申請の地域の偏
りがなかなか改善されないため、今後もさら
に周知を徹底したい。

9 市民協働課 市民活動センター
管理運営事業

企画立案・参
画

市民活動センター
運営委員会（有識
者・利用団体代表
者・市職員）

市民活動センターの円滑な運営につ
いて検討する。

運営委員会において出された意見は、市民
活動団体の生の声であり、各種事業やセン
ターの運営等に反映させていきたい。また、
運営委員会を今後も継続して開催し、市民活
動の支援、拡充に努めたい。

運営委員会は、センターの円滑な運営を図る
ために設置されたものであり、市民活動団体
の代表者が委員となっていることにより、実
際に活動している人たちの意見を聞くことが
できる。今後も、市民活動の活性化を図るた
めに、事業について協議を継続していきた
い。

10 市民協働課 男女共同参画推進
事業(セミナー開
催、計画の推進）

共催 北毛地域人権啓発
活動ネットワーク協
議会 、大学教授、
一般市民等
（北毛地域人権啓
発活動ネットワーク
協議会）

セミナー開催により、市民の意識啓
発を図る。企画の段階から市民参加
で検討する。

セミナーの連続講座については、参加者が必
要な情報を市民目線で考え、テーマを決定
し、開催することができた。
講演会については、新型コロナウイルス感染
症の影響で実施できなかった。
「男女共同参画情報紙ハピネス」について
は、連続講座を題材に、令和４年２月に第１４
号を発行することができた。
新たな参加者を増やすための工夫を検討す
るとともに、新型コロナウイルス感染症の感
染状況も注視しながら、来年度の実施に向け
検討したい。

令和３年度は、令和２年度に引き続きダイ
バーシティをテーマとし、連続講座及び講演
会を計画した。連続講座では２団体を講師と
して招いて実施し、多様性について市民の理
解が深まった。講演会については、新型コロ
ナウイルス感染症の影響により延期となっ
た。
また、連続講座を題材に「男女共同参画情報
誌ハピネス」を作成・全戸配布し、その内容を
広く周知することができた。

市民協働課 （改善点など）昨年に引き続き、市民が中心と
なり柔軟な企画や実施が図られた。

（改善点など）コロナ禍の状況を考慮し、実施
可能な形態や方法について、臨機応変に工
夫し、市民が主体となり進めている。

11 市民協働課
（利南地区コ
ミュニティセン
ター）

（仮称）利南地区コ
ミュニティセンター
まつり

共催 利南笑顔倶楽部有
志、利南地区老人
クラブ連合会

作品の出展、参加をとおして地区民
の親睦と個々の資質の向上を図り、
連帯感を深め、地域の発展に寄与す
る。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中
止
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12 市民協働課
（池田地区コ
ミュニティセン
ター）

池田高齢者教室 実行委員会・
協議会

池田地区老人クラ
ブ連合会

池田地区在住の高齢者を対象とした
講座等の開催

高齢者の社会参加を促し、健康づくりと生き
がい創造活動を担う場として機能している。
高齢者が変化の激しい現代社会に適応でき
るよう、お互いが知恵を出し合い潤いのある
活動を行えるよう引き続き取り組んでいきた
い。

参加者は幅広い教養を身に付け、意識の改
革が図れた。
各種の取り組みは豊かな老後生活の基礎と
なるものであった。
今後も主体的に学び、行動する姿勢を創り出
しながら、積極的に参加できる雰囲気づくりを
市（コミュニティセンター職員）と情報交換や
協力を行い取り組んでいきたい。

13 市民協働課
（池田地区コ
ミュニティセン
ター）

池田地区文化祭 共催 池田地区振興協議
会

文化祭の開催（短歌・俳句・書道・絵
画・水墨画・手工芸・陶芸・切り絵・押
し絵・押し花・生け花・彫刻・写真・盆
栽等、文化作品の展示）

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中
止

14 市民協働課
（薄根地区コ
ミュニティセン
ター）

薄根地区コミュニ
ティセンター生涯学
習『薄根高齢者教
室 』

実行委員会・
協議会

薄根地区老人クラ
ブ連合会

薄根地区在住の高齢者を対象とした
講座の開催

新型コロナウイルスの感染予防対策のため
中止。
なお、令和３年度をもって事業を廃止する。

15 市民協働課
（薄根地区コ
ミュニティセン
ター）

薄根地区コミュニ
ティセンター生涯学
習『薄根女性学級
』

実行委員会・
協議会

沼田市薄根婦人会 薄根地区在住の女性を対象とした講
座の開催

新型コロナウイルスの感染予防対策のため
中止。
なお、令和３年度をもって事業を廃止する。

16 市民協働課
（薄根地区コ
ミュニティセン
ター）

薄根地区芸能祭 共催 薄根地区振興協議
会　ほか

コミュニティセンターまつりの開催 新型コロナウイルスの感染予防対策のため
中止。
なお、公民館からコミュニティセンターへの名
称変更に伴い、事業名を公民館まつりから薄
根地区芸能祭に変更した。

17 市民協働課
（川田地区コ
ミュニティセン
ター）

川田地区民展 実行委員会・
協議会

川田地区振興協議
会、川田地区青少
年育成連絡協議会
ほか

川田地区民が制作した作品展示と表
彰式の開催

新型コロナウイルス感染症拡大防止を踏ま
え、当該年度は開催を見合わせた。

18 市民協働課
（川田地区コ
ミュニティセン
ター）

エコ・プロジェクトin
かわだ

共催 利根実業高等学
校、川田保育園、
川田簡易郵便局

緑のカーテンづくり 新型コロナウイルス感染症拡大防止を踏ま
え、当該年度は開催を見合わせた。
また前年からの懸案事項であった川田保育
園と利根実業高校双方の実施時間調整は困
難であるとの結果となり、本年度をもって本事
業は中止することとなった。

19 市民協働課
（白沢地区コ
ミュニティセン
ター）

白沢町高齢者教室 事業協力・協
定

白沢町燦々会 白沢町在住の６０歳以上の高齢者を
対象とした講座の開催

新型コロナウイルス感染症拡大防止を図るた
め、年間の講座回数、実施内容等を見直し、
例年にない教室運営となった。そうのような
状況の中、運営委員会において、活動内容を
検討し、委員の意見や要望等を取り入れて、
教室運営に反映させることができた。また、運
営委員による学習会の周知により、会員の参
加率も高く事業効果を高めてる。参加会員の
高齢化が著しく、今後については、教室運営
の見直しが必要。

運営委員会において、活動内容を検討し、委
員の意見や要望等を取り入れて、教室運営
に反映させることができた。また、運営委員に
よる学習会の周知により、会員の参加率も高
く事業効果を高めてる。参加会員の高齢化が
著しく、今後については、教室運営の見直し
が必要。
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20 市民協働課
（白沢地区コ
ミュニティセン
ター）

白沢町文化祭 共催 沼田市文化協会白
沢支部

文化祭の開催（計画立案含む）。 共催である沼田市文化協会白沢支部と協議
をした結果、新型コロナウイルス感染症拡大
防止のため、また、同感染症の終息時期を見
極めることが困難であることから、白沢町文
化祭を中止とした。なお、本事業において、参
加者の多くは、継続的に出品しており、芸術
文化に対する創作意欲の高まりも感じられる
事業であることから、今後も継続していくこと
が望ましい。

21 市民協働課 沼田市くらしの会活
動事業

補助・助成 沼田市くらしの会 ３Ｒ運動や各種講習会開催など、賢
い消費者を目指す。

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため
事業を中止することもあったが、実施方法な
どを工夫し消費者問題を学んだ
・有価物回収やゴミ問題、グリーンカーテンの
取り組み等を行い、消費生活のみならず、広
く環境対策にも取り組んだ
・会員の高年齢化により会員数が減少したた
め、令和３年度末をもって解散することとなっ
た

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため
事業を中止することもあったが、実施方法な
どを工夫し講習会を開催することで、会員相
互の親睦を深めることができた
・有価物回収やゴミ問題、グリーンカーテンの
取り組み等を行い、消費生活のみならず、広
く環境対策等にも取り組んだ
・会員の高年齢化により会員数が減少したた
め、令和３年度末をもって解散した

22 環境課 環境啓発事業(環
境フォーラムぬまた
等）

委託 ぬまた環境ネット ぬまた環境ネットの運営と環境啓発
事業（環境フォーラムぬまた）の開催

新型コロナウィルス感染症拡大の防止のた
め中止した。

23 環境課 環境啓発事業（ブ
ナの幼木移植）

事業協力・協
定

ぬまた環境ネット
(利根沼田自然を愛
する会）

玉原高原の再生のためケヤマハンノ
キ林にブナの幼木を移植する。

移植した幼木が根付き一定の成果は見られ
た。
事業目的達成のため、長期的な視点に立っ
て事業を継続することが必要である。

広報ぬまたやHPに掲載し、参加申込もあり、
参加者の輪の広がりがある。
作業後の経年結果等を記録している。

環境課 （改善点など）市民の他に、県民にも広報で
知らせる工夫をした。
メディアの取材もあった。

24 環境課 春・秋の市内一斉
清掃

共催 沼田市環境保健協
議会

道路愛護運動と同時に道路・河川・
公園等の清掃作業を実施する。

市内一斉清掃について、新型コロナウィルス
感染拡大予防の観点から、春、秋共に中止と
なった。また、各地区の判断により実施する
地区に対しては、集めたゴミの回収を実施し
た。

令和３年度は、新型コロナウィルスの関係か
ら、事業が実施できなかったが、地区の判断
で独自に実施する地区があるということだっ
たことを踏まえると、事業を継続していく必要
性を改めて実感した。
来年度の事業については多くの市民の方に
参加していただけるよう、環境保健協議会の
会議等において各町の支部長に協力をお願
いしていきたい。なお、高齢化により危険箇
所の清掃が困難であると言っている町が増え
てきた。
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25 環境課 有価物集団回収事
業

補助・助成 東倉内町リサイク
ル運動推進協議会
外４８団体

再生可能な資源の回収を集団回収
事業により実施

令和３年度の集団回収事業登録団体は４８
団体、延べ２２５回実施され、紙・缶・びん等
の再生可能な資源が約３５５ｔ回収された。
今年度は、新型コロナウィルスの関係から
か、回収量について１２．８％減少した。
近年、子供の数の減少に伴う育成会活動の
休止、高齢化による老人会の活動の縮小な
どにより活動団体数は減少傾向にあるなか
で、新規団体に参加してもらえるよう、継続し
て周知を図っていきたい。

地域住民および関係者の方々に協力してい
ただき、奨励金を活動費に充てることができ
た。引き続き、集団回収事業を実施していき
たい。

環境課 （改善点など）今年度は、新型コロナウィルス
感染拡大予防の観点から、年間４回以上の
実施制限について、制約を緩和して実施を
行った。各団体において、感染防止を徹底し
たうえでの実施となった。

26 子ども課 親子ふれあい交流
事業

事業協力・協
定

沼田市母子会 ひとり親家庭の親子のレクリェーショ
ン等の実施

新型コロナウイルス感染症拡大により開催を
中止とした。

27 子ども課 沼田市子育て支援
ネットワーク事業

事業協力・協
定

沼田市子育て支援
ネットワーク推進協
議会

子育て支援団体等ネットワーク事業
の実施

子育て支援団体等のネットワーク構築により
子育て家庭のニーズ把握が可能となり、ニー
ズの高い地域子育て支援拠点事業「子ども
広場」を開設し、支援を進めることができた。
（地域子育て支援拠点事業＝市委託事業。
ネットワーク推進協議会の参加団体である
「NPO法人利根沼田地域ボランティアセン
ター」が受託。）令和元年度の子ども広場の
テラス沼田への移転拡充にあたっては連携し
て取り組めた。定期的に代表者会議を開催
し、情報交換を行うことで子育て世帯のニー
ズの把握に努めることができた。新規で取り
組んでいる子どもの居場所づくりについて
は、支援の必要な子どもとその世帯に対して
市と協働で支援を行うことができた。

沼田市子育て支援ネットワーク事業を受け
て、平成２５年度から沼田市より地域子育て
支援拠点事業を委託され（NPO法人利根沼
田地域ボランティアセンターとして）子ども広
場で、常勤スタッフをおけるようになった。子
ども広場のテラス沼田への移転により、利用
者や相談件数も格段に増え、子育て支援の
拠点としての大きな役割を果たせるように
なったと思う。沼田市子育て支援ネットワーク
推進協議会が事業を主導しているので、２～
３ヶ月に一度会議をし、順調に事業が進んで
いる。新規に取り組んでいる子どもの居場所
づくり事業においては、支援の必要な子ども
とその世帯に対して協働で支援を行うことで
できた。

子ども課 （改善点など）各団体及び市との情報共有や
意見交換など、お互いに顔の見える連携がと
れるようになっている。定期的に開催されて
いる各子育て支援団体の代表者会議の場に
「子育てコンシェルジュ」も参加し、連携体制
の強化を図った。

（改善点など）各団体及び市との情報共有や
意見交換など、お互いに顔の見える連携がと
れるようになっている。平成２８年度より意見
交換の場に「子育てコンシェルジュ」が参加
し、連携体制の強化が図った。

28 子ども課 未来のライフデザ
イン啓発動画作成
事業

事業協力・協
定

Hug　Hapi（はぐは
ぴ）※沼田市子育
て支援ネットワーク
推進協議会の参加
団体

未来のライフデザイン啓発リーフレッ
ト「ハタチからの参考書」の作成

沼田市子育て支援ネットワーク推進協議会の
参加団体であるHug　Hapiの事業協力によ
り、地域の若い世代や子育て世代の等身大
の姿が反映された、啓発動画が完成した。
新型コロナウイルス感染症拡大により冊子か
ら動画へ変更し市公式YouTubeに公開した。
引き続き同団体との協働により、新たな視点
を取り入れながら内容・デザイン等の見直し
を行い、よりよいものを作成していきたい。

市との役割分担を明確にし、企画・編集につ
いてはパートナーの裁量により作業を進める
ことができたため、地域の若い世代や子育て
世代の等身大の姿を反映させ、新成人が自
らのライフプランを描きやすいような啓発動画
が完成した。引き続き市との協働により内容・
デザイン等の見直しを行い、よりよいものを作
成していきたい。さらに、子育て中の方々など
に声かけをしてメンバーを増やしながら活動
を広げていきたい。
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子ども課 （改善点など）従来作成した啓発リーフレット
の内容を引き継ぎつつ、Hug　Hapiのメンバー
が新たに企画し取材した内容を加え、より魅
力的な啓発動画作ることができた。

（改善点など）新型コロナウイルス感染症拡
大により、令和2年度よりリーフレット形式から
動画形式へ変更して取り組んでいる。市の公
式YouTubeへ掲載することにより、より多くの
人へメッセージを伝えることができた。従来作
成していた冊子の内容を引き継ぎつつ、Hug
Hapiのメンバーが新たに企画し取材した内容
を加え、より魅力的な啓発動画を作ることが
できた。

29 子ども課 ハッピープロジェク
ト事業

委託 ぬまたハッピープロ
ジェクト運営委員会

地域における出会いの場つくり 出会いを応援し沼田を元気にするネットワー
クとして平成28年8月に設立された「ぬまた
ハッピープロジェクト運営委員会」には、現
在、青少年団体、子育て支援団体、農業団体
などが参加している。新型コロナウイルス感
染症拡大により婚活イベントは1回のみ実施
した。今後も、様々な団体に声かけをし、ネッ
トワークの拡大を図りながら、より効果的な事
業を推進していきたい。また新型コロナウイ
ルス感染症の感染状況をみながら、WITHコ
ロナに対応した新たなイベントの開催方法に
ついても検討をしていきたい。

新型コロナウイルス感染症拡大により、婚活
イベントは１回のみ実施した。イベントの企画
は、ネットワーク構成団体のアイデアをもとに
比較的自由な発想で決定し、事前準備は主
に市が事務局として進め、広報活動や当日
の運営は協働で実施するなど、効率的な役
割分担ができていた。今後も、様々な団体に
声かけをし、ネットワークの拡大を図りなが
ら、より効果的な事業を推進していきたい。

子ども課 （改善点など）新型コロナウイルス感染症拡
大により、感染予防対策を実施した事業の実
施につとめた。

（改善点など）新型コロナウイルス感染症拡
大により、感染予防対策を実施した事業の実
施につとめた。

30 介護高齢課 市民敬老号事業 事業協力・協
定

沼田市老人クラブ
連合会

高齢者の親睦と社会見聞を広めるた
め、２泊３日の県外旅行を実施

新型コロナウイルス感染症の関係から令和３
年度は中止になりました。

31 介護高齢課 老人クラブ助成事
業

補助・助成 沼田市老人クラブ
連合会

単位老人クラブに１年間の活動費の
助成として、補助金を交付している。

老人クラブは、地域の高齢者全体を視野に入
れた健康づくりや介護予防活動、友愛訪問等
の地域支え合い活動等に取り組んでおり、地
域社会の重要な担い手として、なくてはなら
ない存在である。
　しかし、クラブ数、会員数とも減少しており、
これに歯止めをかけていくことが今後の課題
である。

クラブ数、会員数ともに減少しており、これに
歯止めをかけていくことが今後の課題であ
る。

介護高齢課 （改善点など）クラブ数、会員数の減少に対
し、一丸となって取り組む基本方針を理事会
で確認した。各種提出書類作成が各単位クラ
ブ役員の負担にならないよう工夫している。

（改善点など）クラブ数、会員数の減少に対
し、一丸となって取り組む基本方針を理事会
で確認した。

32 健康課 高齢者筋力向上ト
レーニング事業

事業協力・協
定

老人クラブ、ふれあ
いいきいきサロンほ
か

暮らしに役立つ筋力向上トレーニン
グを実施しながら仲間づくりを行う。

新型コロナウイルス感染症防止のため、活動
自粛が続いている団体や廃止された団体が
ある。立ち上げ団体の話が出てくるが、自粛
要請などの時期があり、継続支援が難しい。

コロナウイルス感染症対策のため、３密に気
をつけている。
年間３回のみの開催となったため、感染症に
注意しつつ年間１２回実施を目指す。

8



健康課 （改善点など）令和３年度評価結果にて、健
康教育４１回、健康相談５回となり、令和２年
度評価結果は０回であったため、改善され
た。また、立ち上げ支援を３団体に対して行っ
た。（内１団体上級コース修了）

33 健康課 地区健康教室 共催 沼田市保健推進員
会

地域で健康教室を開催し、こころの
健康及び生活習慣病予防等の正し
い知識の普及を図る。

・定期総会及び事業説明会も新型コロナウイ
ルス感染拡大防止のため、開催できないまま
のスタートとなり、地区健康教室の必要性や
具体的な進め方なども周知できなかった。
・また、新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため、教室開催自体を積極的に勧められる
状況ではなく、実際の開催は３回のみであっ
た。
・その分、通知にパンフレット等を同封し、健
康づくりの動機付けを行った。

・定期総会及び事業説明会も新型コロナウイ
ルス感染拡大防止のため、開催できないまま
のスタートとなり、地区健康教室の必要性や
具体的な進め方なども周知できなかった。
・また、新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため、教室開催自体を積極的に勧められる
状況ではなく、実際の開催は３回のみであっ
た。コロナ感染拡大が落ち着いてきたら、地
区健康教室を徐々に再開していきたい。

34 産業振興課 沼田まつり 実行委員会・
協議会

沼田まつり実行委
員会

各部会を設置し、各種団体の協力を
得て沼田まつりを開催する。

新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の
ため中止

35 産業振興課 新規学卒就職者激
励親睦のつどい
（研修会）

共催 沼田地区労働教育
委員会

利根沼田地区の事業所に就職した
若者の激励と親睦を図る。

令和3年度の参加者は、14事業所 41名で
あった。新型コロナウイルス感染症感染拡大
により、例年より少なめの参加者数となった
が、感染防止のため、例年の親睦のつどい
から、フォローアップ研修等に一部内容を変
えて実施した。

令和3年度の参加者は、14事業所 41名で
あった。新型コロナウイルス感染症感染拡大
により、例年より少なめの参加者数となった
が、感染防止のため、例年の親睦のつどい
から、フォローアップ研修等に一部内容を変
えて実施した。

36 産業振興課 利根沼田勤労者ソ
フトボール大会

共催 沼田地区労働教育
委員会・沼田市ソフ
トボール協会
（沼田地区労働教
育委員会）

勤労者の体力づくりと親睦を図るた
め、ソフトボール大会を行う。

新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の
ため中止

37 産業振興課 利根沼田勤労者卓
球大会

共催 沼田地区労働教育
委員会、利根沼田
卓球協会
（沼田地区労働教
育委員会）

勤労者の体力づくりと親睦を図るた
め、卓球大会を行う。

新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の
ため中止

38 産業振興課 新規学卒就職者研
修会

共催 沼田地区労働教育
委員会

新規就職者を対象に社会人の自覚
を促し、勤労意欲の向上を図るため
に研修会を開催する。

令和3年度の参加者は、18事業者　65名で
あった。新型コロナウイルス感染症感染拡大
防止のため、午前の部・午後の部に分けて実
施した。

令和3年度の参加者は、18事業者　65名で
あった。新型コロナウイルス感染症感染拡大
防止のため、午前の部・午後の部に分けて実
施した。

39 産業振興課 児童木工工作大会 補助・助成 沼田木材組合 子ども達に木のぬくもりと有益性を認
識してもらうため、木工工作大会を行
う。

新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の
ため中止

40 産業振興課 ニュー木工工作広
場

補助・助成 利根沼田建築相互
組合

地元産木材のPR及び住民交流等の
ために木工工作広場を開催する。

新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の
ため中止

41 産業振興課 沼田市産業展示即
売会

実行委員会・
協議会

沼田地区地場産業
振興協会

本市地場産品の総合展示・即売、各
種催事の実施

新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の
ため中止
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42 農林課 沼田市農業まつり 実行委員会・
協議会

沼田市農業まつり
運営委員会
(利根沼田農業協
同組合）

農産物直売、抽選会など多彩なイベ
ントにより農業のアピールと交流

新型コロナウイルス感染拡大防止のため事
業中止

43 農林課 認定農業者協議会
活動支援事業

補助・助成 沼田市認定農業者
協議会

認定農業者協議会活動補助 平成２２年４月１２日に沼田、白沢、利根の各
協議会が合併し、新たな「沼田市認定農業者
協議会」がスタートした。会員数も２４０名と多
くの会員をかかえ、認定農業者が経営改善
や規模拡大に取り組めるよう情報を共有でき
る組織運営が必要となる。

平成２２年４月１２日に沼田、白沢、利根の各
協議会が合併し、新たな「沼田市認定農業者
協議会」がスタートした。会員数も２４０名と多
くの会員をかかえ、認定農業者が経営改善
や規模拡大に取り組めるよう情報を共有でき
る組織運営が必要となる。

農林課 （改善点など）新型コロナウィルス感染防止対
策のため講演会、研修、会議など思うように
開催できませんでした。状況を見ながら改善
に努めたい。

（改善点など）新型コロナウィルス感染防止対
策のため講演会、研修、会議など思うように
開催できませんでした。状況を見ながら改善
に努めたい。

44 農林課 生活研究グループ
活動支援事業

補助・助成 沼田市生活研究グ
ループ

生活研究グループ活動費補助 コロナ禍において、各種事業・イベントが中止
となり、活動が制限された。

コロナ禍において、各種イベントが中止とな
り、活動ができなかったことが非常に残念で
ある。

45 農林課 地域農政推進委員
会支援事業

補助・助成 沼田ほか７地区地
域農政推進委員会
(沼田地区事務局)

地域農政推進委員会補助 今後も、農業振興に対する意見聴取や情報
交換等を行い、組織として情報を共有し検討
していく必要がある。

今後も、行政と一体となり農業振興に関して
意見聴取や情報交換等を行い、連携していく
必要がある。

農林課 （改善点など）新型コロナウィルス感染防止対
策のため会議や研修等など思うように開催で
きませんでした。状況を見ながら改善に努め
連携したい。

（改善点など）新型コロナウィルス感染防止対
策のため会議や研修等など思うように開催で
きませんでした。状況を見ながら改善に努め
たい。

46 農林課 森林づくりボラン
ティア推進事業

事業協力・協
定

ボランティア希望者
（森林づくりボラン
ティア事務局）

ボランティア登録者による森林整備 新型コロナウイルス感染拡大に伴い、事業中
止

47 観光交流課 交流居住促進事業 実行委員会・
協議会

沼田市交流居住促
進協議会

都市部との交流事業の促進・移住希
望者等受け入れの環境整備

都市間交流事業については、防災や環境に
関する協定を締結している新宿区や板橋区、
港区などとの交流を継続し、一定の成果を上
げているが、令和３年度は新型コロナウイル
ス対策として現地における交流ができなかっ
たため、新たな取り組みとしてオンラインによ
る交流を行った。
移住・定住についても県など主催のオンライ
ン相談会に積極的に参加した。物件情報に
ついて、新たにウェブでの周知を行った。

新宿区との交流を継続することによって、沼
田市の魅力のＰＲを行うことができた。新型コ
ロナウイルス感染症対策から、現地での交流
ができなかったが、オンラインでの交流を中
心とした。
移住・定住についても物件紹介の受け入れ
体制を強化した。
今後もウェブ活用と現地とのハイブリッドな交
流を実施していきたい。

観光交流課 （改善点など）今後も引き続き組織や事業の
見直し、検討を行い、成果を上げていきたい。

（改善点など）今後も引き続き組織や事業の
見直し、検討を行い、成果を上げていきたい。

48 観光交流課 観光ボランティアガ
イド

事業協力・協
定

沼田市観光協会 観光ボランティアガイドによる観光宣
伝

コロナウイルス感染拡大により県外からの来
訪が減少したが、真田関連や続100名城登
録、御城印ブームなどをきっかけに来訪する
観光客に対して、沼田の歴史や文化をアピー
ルすることができた。

コロナウイルス感染拡大により県外からの来
訪が減少したが、その中でも真田関連や続
100名城登録、御城印ブームなどをきっかけ
に来訪する観光客に対して、沼田の歴史や
文化をアピールすることができた。
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49 観光交流課 沼田市観光協会事
業

補助・助成 沼田市観光協会 観光農園、飲食店等の紹介や、キャ
ンペーンの実施

コロナウイルス感染拡大により、縮小、中止さ
れた事業もあったが、コロナウィルス感染防
止対策を講じながら各種事業に取り組んだ。
また、本市の情報だけにとどまらず、周辺自
治体と情報を共有することで、地域に訪れる
観光客の利便性のさらなる向上を図られた。

コロナウイルス感染拡大により、縮小、中止さ
れた事業もあったが、コロナウィルス感染防
止対策を講じながら各種事業に取り組んだ。
また、本市の情報だけにとどまらず、周辺自
治体と情報を共有することで、地域に訪れる
観光客の利便性のさらなる向上を図られた。

50 観光交流課 白沢農産物収穫感
謝祭

実行委員会・
協議会

白沢農産物収穫感
謝祭実行委員会
（（株）白沢振興公
社）

秋の味覚のPRと、消費者に感謝の
気持ちを込めて特価販売を行う。

新型コロナウイルスの影響で中止

51 観光交流課 白沢高原りんご＆
ぶどう祭り

実行委員会・
協議会

白沢高原りんご＆
ぶどう祭り実行委
員会

秋の味覚のＰＲと、お客様参加型イ
ベントによる交流。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、こ
れまでの対面型のイベントを避け、農園をＰＲ
する映像コンテンツを作成した。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、こ
れまでの対面型のイベントを避け、農園をＰＲ
する映像コンテンツを作成した。

観光交流課 （改善点など）過去に経験のない状況の中、
通常どおりの開催が難しかったため、会議で
実施方法を話し合い、スムーズな運営が出来
たと思う。

（改善点など）過去に経験のない状況の中、
通常どおりの開催が難しかったため、会議で
実施方法を話し合い、スムーズな運営が出来
たと思う。

52 観光交流課 吹割の滝開き・無
事故安全祈願祭

事業協力・協
定

利根町観光協会 シーズンの開幕を祝い、無事故を祈
願する。

吹割の滝観光協会会員の高齢化が進み、滝
開き・無事故安全祈願祭を執行できる後継者
の確保が心配される。

令和２年度に続き、新型コロナウイルス感染
症の影響により、主催者及び一部関係者の
みでの開催となったが、観光客の無事故安
全を祈願するとともに吹割の滝をＰＲするた
め、今後も継続が望まれる行事である。

観光交流課 （改善点など）吹割の滝観光協会関係者の事
業に対する自主性・自立性が現れてきた。

53 観光交流課 とねふるさと風のま
つり

事業協力・協
定

とねふるさと風のま
つり実行委員会
（利根町観光協会）

地域住民参加型の手づくりイベント
の開催により、地域の活性化と観光
振興の一助とする。

令和３年度については新型コロナウイルス感
染症の影響により中止

54 観光交流課 老神温泉そば祭り 事業協力・協
定

老神温泉そば祭り
実行委員会
（利根町観光協会）

「奥利根高原そば」を活かし、滝と温
泉を結びつけた新たな観光の創出と
地域の活性化を図る。

令和３年度については新型コロナウイルス感
染症の影響により中止

55 観光交流課 老神温泉赤城神社
節分祭

補助・助成 老神温泉観光協会 赤城神社での節分祭を開催し、厄払
いと観光振興、集客を図る。

新型コロナウイルス感染症の影響により令和
２年度は中止となり、感染防止対策を行った
上で２年ぶりに開催された。今回は、感染防
止の観点から参加者の募集等、周知活動が
難しかったと思われるが、今後、もっと広く周
知し誘客に繋げていく必要がある。

老神温泉の行事の中でも重要なお祭りであ
り、地域に根ざした伝統行事として、近隣住
民だけでなく観光客も参加している。新型コロ
ナウイルス感染症の影響により令和２年度は
中止を余儀なくされたが、感染防止対策を行
い２年ぶりに開催することができた。観光交
流や地域振興という側面からも、今後も継続
が望まれる行事である。

56 都市計画課 公園管理事業 事業協力・協
定

薄根町区外１０団
体

公園の維持管理を地元住民との協
定により実施し、利活用を図る。

公園運営委員等の高齢化が進み世代交代
が急務な団体も存在する。

地域で公園の企画運営をする事で、利用団
体や利用時間等を適切に把握し、効率的な
公園管理が図れた。

都市計画課 （改善点など）平成２９年度から日報提出を依
頼し、実績の明確化を図っている。

（改善点など）平成２９年度より実績に基づい
た作業日報を提出している。
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57 都市計画課 市民緑化推進事業 補助・助成 生枝愛花会外１８
団体

緑化推進事業に対する補助金の交
付

広報等を通じ広く市民に周知しており、緑と花
のあるまちづくり事業については、毎年多くの
参加団体があるが、生け垣奨励事業は民間
建築状況により左右されるため、年度毎の申
請件数に差異が生じてしまう。（R３年度申
請：１件）また、壁面等緑化奨励事業について
は、対象地域が限定されているため、ほとん
ど申請が無い状況である。

道路沿線等を緑化する事により、生活環境の
向上が図られた。

58 都市計画課 中心市街地活性化
の会補助事業

補助・助成 沼田市中心市街地
活性化の会

中心市街地の活性化を目指し、より
よいまちづくり実現に向けた事業へ
の補助金交付

昨年度に引き続き、中心市街地活性化の基
盤となるハード事業 (土地区画整理事業) が
徐々に進捗している。今後は大正ロマンエリ
アの利活用も含めた中心市街地活性化のた
めのソフト施策等を協働パートナーと考え、実
行していきたい。ほか、協働パートナー以外
の関係者も取り込み、市民全体の課題として
取り組んでいけたらと考える。

市当局、並びに関係各機関と各権利者間の
情報共有が図られた

都市計画課 （改善点など）昨年はコロナのために開催が
制限されてしまったが、本年は通常通りの開
催を目指し情報の共有化に一層努力してい
きたい

59 生涯学習課 沼田市文化祭開催
事業

委託 沼田市文化協会 市民の作品展示・舞台発表などによ
り、芸術文化の普及発展、意欲向上
を図る。

新型コロナウイルス感染防止のため中止

60 生涯学習課 青少年健全育成推
進モデル地区開催
委託事業

委託 沼田地区青少年育
成連絡協議会

沼田地区上毛かるた大会の開催 R3年度　新型コロナウイルス感染防止のた
め中止

　

61 生涯学習課 子ども会ボランティ
ア活動開催委託事
業

委託 沼田市青少年育成
連絡協議会

子ども会を単位とした清掃活動等の
ボランティア活動の実施

R3年度　新型コロナウイルス感染防止のた
め中止

地域を見つめ直し、ボランティア精神を養う、
家庭教育支援として有効である。

62 生涯学習課 青少年指導者会研
修委託事業

委託 沼田市青少年指導
者会

青少年健全育成を支援する青少年
指導者会の研修会の実施

研修会は実施したが、青少年健全育成事業
等が新型コロナウイルス感染防止のため中
止となり、十分な支援を行えなかった。

63 生涯学習課 青少年育成大会開
催委託事業

委託 沼田市青少年育成
連絡協議会

青少年育成大会及び研修会の実施 R3年度　新型コロナウイスルス感染防止のた
め中止
（同日行われた利根沼田ブロック研修会は書
面開催した。）

64 生涯学習課 子ども会行事開催
委託事業

委託 沼田市青少年育成
連絡協議会

かるた大会の開催により子ども会活
動の活性化と会員相互の親睦を図
る。

R3年度　新型コロナウイルス感染防止のた
め中止

65 生涯学習課 沼田市成人式開催
委託事業

委託 沼田市成人式実行
委員会

成人を祝う式典の開催 令和5年開催から名称を変更して行う予定。
「成人式」から「二十歳を祝う会」へ変更。

令和5年開催から名称を変更して行う予定。
「成人式」から「二十歳を祝う会」へ変更。

66 生涯学習課 青少年自然体験活
動推進事業

委託 沼田市青少年育成
連絡協議会

集団生活に耐えられる意志・体力を
養うための野外体験活動の実施

R3年度　新型コロナウイルス感染防止のた
め中止

ジュニア・リーダー（高校生指導者）の減少が
懸念される。

67 生涯学習課 市民ハイキング 事業協力・協
定

沼田山岳会 市民参加のハイキングの実施 令和３年度事業は、新型コロナウイルス感染
拡大防止のため中止。
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68 生涯学習課 おはなしポケット 事業協力・協
定

沼田読み聞かせの
会

子どもを対象にした読み聞かせ 子どもの読書活動の推進と図書館利用の促
進が図られている。
安定した子ども達の参加があり、大変好評で
ある。

新型コロナウイルス感染防止対策を行いな
がらの開催であったが、楽しみにしている参
加者も多く、子どもの読書活動の推進が図ら
れている。

69 生涯学習課 ブックスタート 事業協力・協
定

ブックスタートボラ
ンティア

赤ちゃんと保護者のふれあいを絵本
を介して応援する。

令和３年度は、令和２年度に引き続き、新型
コロナウイルス感染防止対策のため、健診会
場での読み聞かせが実施できませんでした
が、これまでの実績からは、参加者から、「赤
ちゃんに会えるのがとてもうれしく、絵本を読
んであげたときの赤ちゃんのかわいい反応を
お母さんと一緒に楽しく体験しています。ブッ
クスタートを通して、地域に子育てを応援する
人がたくさんいることを知ってもらったり、赤
ちゃんが参加できるさまざまな活動に出会っ
たりすることで、保護者が安心して子育てが
できるきっかけになると良いと思います。参加
したお母さん方に大変好評です。」といった声
が聞かれています。新型コロナウイルス感染
拡大の状況を考慮しながら、読み聞かせを再
開することが今後の課題となっています。

令和３年度は、令和２年度に引き続き新型コ
ロナウイルス感染防止対策のため、ボラン
ティアによる読み聞かせが実施できなかっ
た。本事業は平成18年のスタートから１０年
以上が経過し、２人目、３人目というお母さん
も多くなり、ブックスタートを機会に読み聞か
せを続けているお母さんの声から事業成果を
実感できている。引き続き、感染の状況が改
善しだい読み聞かせ事業を再開したい。

70 文化財保護課 茶会開催業務 委託 沼田茶道会 旧生方家住宅において桜の開花時
期にお花見添え釜を開催

新型コロナウイルス感染防止対策のため中
止
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